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干支々の日常生活を考えると，段設を乗り越えたり，務

段を初Jnしたりする機会は非常に多い.特にお議官容に

おいて階段昇降能力は3重要であると考えられる.なぜ

なら，潟齢者の階段昇降の迷!支はう跨年者に比べて浅く，

さらに，階段につまずきやすいことから転倒の危険性

が報告されているからである.高齢者とま2齢者を対象

に階段昇段能力を検討した報告によると.高齢者は私:

齢者より階段昇降の法!交が選いこと，および間勝支持

待問の増加などが認められている.また，歩行I!:!j:にお

いて歩行速度は下紋筋盤と?を絡な関係があること子，

特にil交関節成Ilbに大藤絡が働いている報訟もなされて

いることから，階段昇段能力はドn支部の筋穀(筋力)

に大きく{衣存する可能{生が考えられる.これらのこと

を考慮すると t I管段昇降特の速度においても大総訴は:.)

よび下総部の紡群のみでなく大綬筋の関与も十分に予

測され，これらの筋群の筋設と間段昇降能力との関連

を線認する必婆性があると考えられる. そこで卒;

締究では，加齢に伴う階段昇降能力が"fH支筋畿の低下

iこ起慰しているかどうかを切らかにするために， ト

レーニングレベルの異なる潟齢者を対象に終段昇降能
力と下絞筋;畿の関係について比較検討した. 滋綴:'(1.

は， 60......70銭代までの男女高齢者165名(努:38名，!;.;
tL: 127名)を対象に トレーニングを2il::.以 iて及びli手
以上総絞している2つの群と迷動管機のない群， ;1'1':)(洋
l二分類した.測定項践は; 12段の階段を上り・ト鳴りす

る!侍の所要待問及びMRIによる下絞}ftjI量の許{泌を行っ

た.また.階段昇降特における安勢i土手すりの{即日の

有無;こ関してアンケート調査を行った. その結巣，

運動!廷のある群は，…紋i高齢者より下絞筋最と階段昇

降透度が高綴であり，大終務忍び大fljg{:申筋群の続最と

i怨段昇降速度とのfUjにtm鴇関係が認められた.階段芥

降i待iこ手すちを使用しない割合は，コントロ…ルftf.で

は70議代で努性が77.8%なのにた;し，女性は36.0(}uと

大きな性殺が示された.一一}f， トレ…ニング継続2年
群では，射性が100%，女性が75%と明らかにコントロー

ル群より良い成績を示していた.以 J~_の紡巣から.加
齢による階段昇降能力の{設では下肢筋援の低下;こ起隠

する可能性が訴されたーこのことは，替j益水fiとfiil様
に腕を引き上げるための下絞筋;畿の維持が重要である

ことを窓味しているのかも知れない. さらに，高齢者

の場合に遂動経が焚くなるほど，手すりを使わずに階

段昇緯が可能であることが示唆された.
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!目的;
高齢化や像感への関心のi詰まりに伴い，中津'iif三者が

運動する機会が多くなっている.縫践を護ーしたり，老
化現象のj京協となるともいわれる活性酸索後は遂勤時
に場加することから. J室勤が中日毎年者の生体に及iます
影響を酸化ストレスの撹点から務総する必婆がある.
これまで中高年者における健康維持・ ite}迭をお的とし
た持久性もしくは筋力トレ…ニングが，生1~の般化i坊
f鍔能力および酸化ストレスに及ぼす影饗を縦断的に検
討した研究は我々の知る限乃みられない.そこで本研
究は. rtJ，'高年者における12:i盟関の運動トレーニングが，
安静時もしくは一過性運動後の酸化ストレスおよび殻
1'tf>J;11部能力に茨iます影響を検討することを目的とした.
さらに， トレーニングの椴逮により酸化ストレスもし
くは酸化防御能力に対する適応現象が異なるかどうか
も併せて検討した.
i方法}
64.8土4.8裁の健常な中潟年者男女16名を対象とし，

換気?笠間続 (VT) の80%負荷での自転車運動を遜5問
実施する持久性トレーニング群8名と逓ZlfiJの膝・投開
節の{!ド炭・ nTIlUI;:翠動 (60"/丸 12C)，'/s)もしくは遜7簡
の{本意魚崎による下f!支および体幹の筋力トレーニング
を実施する筋力トレ…ニング群8名に分類した. 12滋
fHj のトレーニング前後;こ，安静時と~:l益性運動産後に
採取した血液から鮫化符i脅pカマーカーである還元後グ
ルタチオン濃度 ([GSH])と酸化ストレスマーカ…で
ある護変化潔グルタチオン濃度 ([GSSG])，GSSG/GSH 
のj七日GSSG)/ [GSH日および脂質の過酸化状態を反
i決する血竣チオパルピツール酸反応生成物濃度
( [TBAI{S])をifilJ定した，…過性運動 (2緩類)は，ニ予
泌最高心拾数までのj新地魚帯式自転車選動と，その時
iこ得られたVTの80(}u魚待での自転車迷動 (30分fifD
の定常負荷運動であった.
{結果および考察i
ド号群ともに安静時の [TBARS]tこ変化はなかったも

のの， トレーニング後におSSG]/ [GS叫が有窓に低下
し (pく0.01). [GSH]が有意に増加した (pく0.01) こ
とから，ドlijタイプのトレーニングは酸化紡御能力を侍j

tさせ，書変化ストレスを抑制する可能性が示唆された活
また，湾タイプのトレーニングにおいて [GSSG]I 
[GSH)の低下準および(GSH]の増加率は関税度であっ
たが，これらの適応のメカニズムについては，さらな
る検討が必要である，また，持久性トレ…ニング群で
定常負街運動蕊後の [TßARS] 変化畿が有~:に減少、し
た (p<0. OS) ことから，持久性トレーニングは.
i益性連動i立後にみられる脂質の過酸化を抑制する可能
1~1:が示唆された.
{結論;

rll お :q~者における 12遊間の持久性トレ…ニングもし
くは筋力トレ…ニングは，酸化防御能力を向上し，酸
化ストレスを抑制する可能性がぷ峻された.
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